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藤原寛行、竹井裕二、嵯峨 泰、町田静生、種市明代、高橋寿々代、野中宏亮、

佐藤尚人、鈴木光明。 細胞診/HPV-DNA 検査併用検診―栃木県小山地区モデル事

業―。 第 5１回日本臨床細胞学会、新潟、2012 年 11 月 9-10 日（シンポジウム） 

 

平野由紀、柴原浩章、橋元粧子、森澤宏行、池田伴衣、島田和彦、鈴木達也、

鈴木光明。ICSI による低受精率症例に対する卵活性化法の導入。第 64 回日本産

科婦人科学会、神戸、2012 年 4 月 14 日 

 

平嶋周子、大口昭英、高橋佳代、松原茂樹、鈴木光明。妊娠中期の混合予知モ

デルによる早発型妊娠高血圧腎症の発症予知。第64回日本産科婦人科学会総会、 

神戸、2012 年 4 月 13 日（日本産科婦人科学会雑誌 2012；64（2）532） 

 

平嶋周子、大口昭英、高橋佳代、鈴木寛正、松原茂樹、鈴木光明。Imminent onset 

of preeclampsia の高感度・高特異度予知法。第 33 回日本妊娠高血圧学会 （抄

録集 p70）、長崎、2012 年 9 月 7 日 

 

平嶋洋斗、鈴木達也、橘 直之、池田伴衣、島田和彦、平野由紀、柴原浩章、 

鈴木光明。ホルモン補充周期における凍結融解胚移植の臨床成績。第 146 回関
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東生殖医学会、東京、2012 年 6 月 9 日 

 

堀江健司、鈴木寛正、大口昭英、桑田知之、薄井里英、松原茂樹、鈴木光明。

一時留置型下大静脈フィルター抜去に際し血栓吸引術を必要とした妊娠後期発

症深部静脈血栓の 1 例。第 124 回日本産婦人科学会関東連合部会、甲府、2012

年 10 月 28 日（日産婦関東連会誌 2012；49：408） 

 

亀崎豊実、大口昭英、松原茂樹。自治医科大学地域医療研究支援チーム CRST 活

動報告 2012。第 11 回自治医科大学シンポジウム（抄録集 p72）、自治医大、 2012

年 8 月 31 日 

 

鴨澤千尋、松原茂樹、桑田知之、薄井里英、渡辺 尚、鈴木光明。悪阻、胆泥、

および黄疸との関連。第 48 回日本周産期新生児医学会学術集会、大宮ソニック

シティ、2012 年 7 月 10 日（日本周産期・新生児医学会雑誌 2012；48：429） 

 

木村歩未、大丸貴子、高橋詳史、桑田知之、薄井里英、大口昭英、松原茂樹、

鈴木光明。帝切瘢痕部妊娠:KCl とメソトレキサート局注例。第 37 回栃木県母性

衛生学会、自治医大、2012 年 6 月 30 日 

 

木村 円、藤原寛行、高橋寿々代、種市明代、嵯峨 泰、佐藤尚人、町田静生、

竹井裕二、鈴木光明。卵巣子宮内膜症性嚢胞から発生した境界悪性明細胞腺線

維腫の一例。 第 33 回日本エンドメトリオーシス学会、長崎、2012 年 1 月 21-22

日 

 

神戸沙織、石田洋一、菊池邦生、大口昭英、松原茂樹、鈴木光明、竹下俊行、

瀧澤俊広。胎盤由来のマイクロ RNA は妊娠期間中エクソソームを介して母体血

球細胞に取り込まれている。第 64 回日本産科婦人科学会総会、神戸、2012 年 4

月 13 日（日本産科婦人科学会雑誌 2012；64：412） 

 

小柳貴裕、嵯峨 泰、高橋詳史、竹井裕二、佐藤尚人、町田静生、種市明代、

藤原寛行、佐藤靖史、鈴木光明。婦人科悪性腫瘍血管新生における新規血管新

生調節因子バソヒビン-2 の役割の解明およびこれを標的とした治療法の開発。
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第 11 回日本婦人科がん分子標的研究会、日光、2012 年 6 月 22-23 日 

 

小柳貴裕、嵯峨 泰、高橋詳史、竹井裕二、佐藤尚人、町田静生、種市明代、

藤原寛行、鈴木光明。婦人科悪性腫瘍血管新生における新規血管新生調節因子

バソヒビン-2 の役割。第 53 回日本臨床細胞学会総会、千葉、2012 年 6 月 1-3

日 

 

小柳貴裕、鈴木康弘、小林美穂、宮下浩輝、嵯峨泰、鈴木光明、佐藤靖史。

Development of a novel molecular-targeted therapy against vasohibin-2; Antitumor 

effect of siRNA and search for the bioactive center of vasohibin-2  第 20 回日本血管

生物医学会学術集会、徳島、2012 年 12 月 5-7 日 

 

小柳貴裕、高橋詳史、鈴木康弘、嵯峨 泰、鹿股直樹、森谷卓也、田畑泰彦、

鈴木光明、佐藤靖史。Vasohibin-2 は血管新生促進作用により卵巣漿液性腺癌の

腫瘍増殖を促進する。第 9回日本病理学会カンファレンス 2012、山口、2012 年

8 月 3-4 日 

 

桑田知之、鈴木寛正、島田和彦、薄井里英、渡辺 尚、松原茂樹、鈴木光明。

臍帯卵膜付着に特徴的な超音波所見（mangrove sign）: 臍帯血管が“マングロ

ーブ地上根状に分岐して”卵膜に付着する画像は臍帯卵膜付着の診断に有用。

第 64 回日本産科婦人科学会総会、神戸、2012 年 4 月 15 日（日本産科婦人科学

会雑誌 2012；64：867） 

 

桑田知之、河野由美、松原茂樹。自治医大周産期教育支援部（JPEC）の事業概

要と成果。合同公開フォーラム、周産期医療を支える人材育成を考える。東京、

2012 年 9 月 23 日 

 

永山志穂、柴原浩章、池田伴衣、橋元粧子、島田和彦、平野由紀、鈴木達也、

鈴木光明。移植胚数決定ルールの変遷による多胎妊娠の発生抑制効果。第 64 回

日本産科婦人科学会、神戸、2012 年 4 月 14 日 

 

町田静生、高橋寿々代、野中宏亮、種市明代、竹井裕二、嵯峨 泰、藤原寛行、
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高橋聡、仲澤聖則、鈴木光明。当科における再発卵巣癌に対する放射線療法の

効果。第 52 回日本婦人科腫瘍学会学術集会、東京、2012 年 7 月 19-21 日 

 

町田静生、藤原寛行、森澤宏行、竹井裕二、高橋寿々代、種市明代、嵯峨 泰、

松原茂樹、鈴木光明。妊婦検診時の子宮頸癌検診 本県における実態調査と、

当科でのサイトピック使用の検討。第 5１回日本臨床細胞学会、新潟、2012 年

11 月 9-10 日 

 

松原茂樹。授乳中に服用している薬物の児への影響について尋ねられたら（生

涯研修プログラム）。第 64 回日本産科婦人科学会総会、神戸、2012 年 4 月 14

日（日本産科婦人科学会雑誌 2012；64：312） 

 

溝口由香子、種市明代、斉藤こよみ、町田静生、坂谷貴司、仁木利郎、野中宏

亮、竹井裕二、藤原寛行、鈴木光明。閉経後増大する子宮筋腫を契機に発見さ

れた卵巣セルトリ・ライディッヒ細胞腫の１例。第 76 回栃木県産科婦人科学会

学術講演会、栃木、2012 年 9 月 2 日 

 

森澤宏行、藤原寛行、高橋詳史、高橋寿々代、佐藤尚人、種市明代、町田静生、

竹井裕二、嵯峨 泰、鈴木光明。ASC-US 症例のトリアージに関する検討。第 53

回日本臨床細胞学会総会、千葉、2012 年 6 月 1-3 日 

 

森澤宏行、藤原寛行、高橋詳史、吉田智香子、佐藤尚人、高橋寿々代、町田静

生、種市明代、竹井裕二、嵯峨 泰、鈴木光明。サイトピックによる妊婦健診

時子宮頸部細胞診の検討。第 64 回日本産科婦人科学会. 神戸、2012 年 4 月 13-15

日 

 

村岡光恵, 大口昭英, 板倉敦夫, 中林正雄, 高木耕一郎, 鈴木佳克, 妊婦家庭

血圧研究グループ。妊婦家庭血圧グループ 家庭血圧測定からみた肥満妊婦の

妊娠中の血圧変動に関する研究。第 64 回日本産科婦人科学会総会、神戸、2012

年 4 月 15 日（日本産科婦人科学会雑誌 2012；64：538） 

 

奥野さつき、藤原寛行、町田静生、野中宏亮、高橋詳史、高橋寿々代、 種市明
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代、竹井裕二、嵯峨 泰、鈴木光明。HPV ワクチン接種率向上に関わる諸因子の

検討。第 52 回日本婦人科腫瘍学会、東京、2012 年 7 月 19-21 日 

 

奥野さつき、藤原寛行、竹井裕二、町田静生、嵯峨 泰、種市明代、高橋寿々

代、野中宏亮、鈴木光明。子宮体癌に対する妊孕性温存療法の検討。第 50 回日

本癌治療学会、横浜、2012 年 10 月 25-27 日 

 

奥野さつき、竹井裕二、町田静生、山口岳彦、仁木利郎、鈴木智子、高橋寿々

代、嵯峨 泰、藤原寛行、鈴木光明。子宮内膜細胞診で診断できた乳癌子宮内

膜転移の 1例。第 53 回日本臨床細胞学会、千葉、2012 年 6 月 1-3 日 

 

大口昭英、平嶋周子、高橋佳代、大丸貴子、有賀治子、鈴木寛正、竹下俊行、

松原茂樹、瀧澤俊広、鈴木光明。microRNA(miR-210 及び miR-518)の標的遺伝子

産物 HSD17B1 蛋白質の血槳レベル及び母体因子を用いた妊娠高血圧腎症の発症

予知。第 64 回日本産科婦人科学会総会、神戸、2012 年 4 月 13 日（日本産科婦

人科学会雑誌 2012；64：532） 

 

嵯峨 泰、小柳貴裕、高橋詳史、竹井裕二、佐藤尚人、町田静生、種市明代、

藤原寛行、鈴木光明。婦人科悪性腫瘍血管新生における新規血管新生調節因子

バソヒビン-2 の役割。第 53 回日本臨床細胞学会、千葉、2012 年 6 月 1-3 日 

 

嵯峨 泰、佐藤尚人、高橋寿々代、高橋詳史、小柳貴裕、種市明代、町田静生、

竹井裕二、藤原寛行、鈴木光明。卵巣癌細胞の免疫抑制酵素 IDO 発現は HGF 受

容体(c-Met)に制御される。第 51 回日本臨床細胞学会、新潟、2012 年 11 月 9-10

日 

 

嵯峨泰、佐藤尚人、高橋詳史、小柳貴裕、種市明代、町田静生、竹井祐二、藤

原寛行、鈴木光明。肝細胞増殖因子(HGF)のアンタゴニスト HGF/NK4 は免疫抑制

酵素であるインドール酸素添加酵素（IDO）の発現を抑制し卵巣癌の免疫寛容を

低下させる。第 64 回日本産科婦人科学会、神戸、2012 年 4 月 13-15 日  

 

猿山美幸、大口昭英、平嶋周子、高橋佳代、桑田知之、薄井里英、松原茂樹、
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鈴木光明。妊娠初期に高血圧と診断された妊婦に占める白衣高血圧の割合—真性

高血圧、白衣高血圧の妊娠予後—。第 76 回栃木県産科婦人科学会、宇都宮、2012

年 9 月 2 日 

 

佐藤友美、藤原寛行、奥野さつき、吉田智香子、森澤宏行、野中宏亮、鈴木寛

正、高橋寿々代、町田静生、竹井裕二、嵯峨 泰、鈴木光明。10－20 歳代浸潤

子宮頸がんの 5 症例。第 123 回関東連合産科婦人科学会総会、東京、2012 年 6

月 17 日 

 

佐藤友美、竹井裕二、高橋詳史、吉田智香子、高橋寿々代、種市明代、町田静

生、藤原寛行、鈴木光明。長期フォロー中に生児を得た Peutz-Jeghers 症候群

合併 LEGH の一例。第 52 回日本婦人科腫瘍学会、東京、2012 年 7 月 19-21 日 

 

柴原浩章、橋元粧子、内田真一郎、池田伴衣、島田和彦、郡山純子、白石康子、

平野由紀、鈴木達也、山口千恵子、角田啓道、鈴木光明。抗精子抗体保有男性

の射出精子を用いる ICSI による受精障害。第 53 回日本哺乳動物卵子学会、大

阪、2012 年 5 月 26 日 

 

白石康子、柴原浩章、郡山純子、平野由紀、鈴木達也、鈴木光明。免疫性不妊

症男性の血中精子不動化抗体の対応抗原タンパクに関与する糖鎖の検討。第 64

回日本産科婦人科学会、神戸、2012 年 4 月 14 日 

 

鈴木達也、昇 千穂美、橘 直之、池田伴衣、島田和彦、平野由紀、柴原浩章、

鈴木光明。精子受精機能検査法としての hemizona assay の有用性。第 65 回日

本産科婦人科学会、札幌、2013 年 5 月 10-12 日 

 

鈴木達也、柴原浩章、森澤宏行、近澤研郎、池田伴衣、島田和彦、平野由紀、 

鈴木光明。精液検査 WHO ラボラトリーマニュアル(第 5 版)の改訂が男性不妊症

診断に及ぼす影響。第 64 回日本産科婦人科学会、神戸、2012 年 4 月 14 日 

 

鈴木達也、角田啓道、山口千恵子、内田真一郎、橘 直之、池田伴衣、島田和

彦、平野由紀、柴原浩章、鈴木光明。hemizona assay と一般精液所見および CASA
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パラメーターとの関連。第 30 回日本受精着床学会、大阪、2012 年 8 月 30-31 日 

 

鈴木康弘、小柳貴裕、小林美穂、宮下浩輝、嵯峨泰、鈴木光明、佐藤靖史。Regulation  

of VASH2 expression by miR-200 family and its role in cancer cells  第 20 回日本血

管生物医学会学術集会、徳島、2012 年 12 月 5-7 日 

 

橘 直之、鈴木達也、池田伴衣、島田和彦、平野由紀、柴原浩章、鈴木光明。

マクロファージ活性化漢方製剤(MACH) は胚質不良症例に対して有効か？第 57

回日本生殖医学会、長崎、2012 年 11 月 8-9 日 

 

田口玲奈、田中紀子、田村秀子、松原茂樹。不妊症患者の精神的ストレスに対

する鍼治療の有用性。第 64 回日本産科婦人科学会総会、神戸、2012 年 4 月 15

日（日本産科婦人科学会雑誌 2012；64：820） 

 

高橋宏典、菊池邦生、竹下俊行、松原茂樹、鈴木光明、瀧澤俊広。胎盤栄養膜

における接着因子 CD44 の潤滑能と発現制御機構の解析。第 64 回日本産科婦人

科学会総会、神戸、2012 年 4 月 15 日（日本産科婦人科学会雑誌 2012；64：870） 

 

高橋宏典、菊池邦生、大口昭英、松原茂樹、鈴木光明、瀧澤俊広。胎盤栄養膜

浸潤能を制御する接着因子の同定と機能解析の試み。第 99 回日本解剖学会関東

地方部会、千葉、2011 年 10 月 15 日（昨年未掲載） 

 

高橋宏典、菊池邦生、松原茂樹、鈴木光明、瀧澤俊広。絨毛外栄養膜細胞に発

現している CD44 の機能解析：HTR8/SVneo を用いた浸潤能の検討。第 26 回日本

生殖免疫学会学術集会、名古屋、2011 年 12 月 2 日(Reproductive Immunology and 

Biology 2011:26;54)（昨年未掲載） 

    

高橋宏典、菊池邦生、大口昭英、薄井里英、桑田知之、松本久宣、佐藤幸保、

藤原浩、松原茂樹、鈴木光明、瀧澤俊広。絨毛外栄養膜における接着分子 CD44:

浸潤能の検討。第 27 回生殖免疫学会学術集会、大阪、2012 年 12 月 8 日

(Reproductive Immunology and Biology 2012:27;78) 
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高橋佳代、大口昭英、相原敏則、松原茂樹、鈴木光明。初期 GTT2 ポイント以上

異常を示す肥満 GDM は、内臓脂肪量が多くインスリン抵抗性が高い。第 28 回日

本糖尿病・妊娠学会年次学術集会、都市センター（東京）、2012 年 11 月 16・

17 日（抄録：糖尿病と妊娠 2012 年 12 巻 2 号 S-85） 

 

高橋寿々代、藤原寛行、木村 円、内田真一郎、今吉真由美、鈴木寛正、種市

明代、町田静生、竹井裕二、鈴木光明。組織学的に子宮内膜症との鑑別を要し

た卵巣原発 adenosarcoma の一例。第 33 回日本エンドメトリオーシス学会、長

崎、2012 年 1 月 21-22 日 

 

高橋詳史、藤原寛行、高野政志、宮本守員、金田佳史、深澤一雄、坂本尚徳、

平川隆史、大和田倫孝、竹井裕二、鈴木光明。子宮内膜細胞診の精度に関する

研究。第 64 回日本産科婦人科学会、神戸、2012 年 4 月 13-15 日 

 

竹井裕二、藤原寛行、奥野さつき、廣瀬典子、野中宏亮、高橋寿々代、種市明

代、町田静生、嵯峨 泰、鈴木光明。Platinum/taxan 抵抗性再発卵巣癌に対す

る gemcitabin 単剤療法の feasibility study。 第 50 回日本癌治療学会、横浜、

2012 年 10 月 25-27 日 

 

瀧澤俊広, アリ・モハメド , 羅善 順, 石橋 宰, 菊地邦生, 石川朋子, 瀧澤

敬美, 倉品隆平, 右田 真, 大口昭英, 松原茂樹, 竹下俊行。胎盤由来のエク

ソソーム 胎盤特異的 microRNA はエクソソームを介して母体循環に分泌される。

2012 年 日本生化学会大会 

 

瀧澤俊広, 大口昭英, 松原茂樹, 竹下俊行。母体血からの胎児情報 マイクロ RNA

解析から見出された妊娠高血圧腎症の新規予知因子。日本産婦人科・新生児血

液学会 （日本産婦人科・新生児血液学会誌 2012;22:S-11-S-12） 

 

種市明代、藤原寛行、廣瀬典子、竹井裕二、町田静生、嵯峨 泰、高橋寿々代、

金井信行、福嶋敬宜、鈴木光明。腹水中に悪性細胞が出現した顆粒膜細胞腫の 1

例。第 5１回日本臨床細胞学会、新潟、2012 年 11 月 9-10 日. 
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種市明代、藤原寛行、竹井裕二、町田静生、嵯峨泰、鈴木光明。妊娠合併子宮

頸癌に対し広汎子宮全摘術を行った 3症例。第 35 回日本産婦人科手術学会、京

都、2012 年 9 月 24-30 日 

 

塚田祐子、桑田知之、都倉久美子、福田綾子、杉江光代、渡辺道子、薄井里英、

松原茂樹。総合周産期センター院内助産所対象妊婦増加の工夫：“risk down”

例を組み込む。第 53 回日本母性衛生学会学術集会、福岡、2012 年 11 月 16 日 （母

性衛生 2012; 53: 133） 

 

薄井里英。自治医大産婦人科における女性医師育児支援の取り組み。関東ブロ

ック産婦人科医会シンポジウム （シンポジスト）産婦人科医における女性医

師の役割。千葉、2012 年 9 月 9 日  

 

内田真一郎、柴原浩章、芝田 恵、池田伴衣、島田和彦、平野由紀、鈴木達也、

山口千恵子、角田啓道、鈴木光明。AIH における採精は院内採精であるべきか？  

第 53回日本哺乳動物卵子学会、大阪、2012年 5月 26日 

 

渡辺 尚、松原茂樹、齋藤 裕、薄井里英、桑田知之、鈴木光明。小児期の放

射線治療による超低形成子宮をもつ婦人の妊娠予後。第 64 回日本産科婦人科学

会総会、神戸、2012 年 4 月 15 日 （日本産科婦人科学会雑誌 2012；64：820） 

 

渡辺 尚、杉村 基、薄井里英、松原茂樹。我が国における帝王切開術後の静脈血栓

塞栓症予防目的抗凝固療法の現況。第 22 回日本産婦人科・新生児血液学会 学術

集会、津、2012 年 6 月 29 日 

 

吉田智香子、藤原寛行、竹井裕二、土居大祐、朝倉啓文、深沢一雄、磯西成治、

森川あすか、香坂信明、渡辺 博、多田和美、鈴木光明。外科的介入を要した

妊娠合併卵巣腫瘍 191 症例の臨床的特徴。第 64 回日本産科婦人科学会、神戸、

2012 年 4 月 13-15 日 

 

著書・総説  

近澤研郎、桑田知之、松原茂樹。妊娠初期発症のPRES：妊娠継続例。産婦実際 2012; 
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61: 943-946. 

 

橋元粧子、平野由紀、柴原浩章、鈴木光明。[不育症の診療指針] ヘパリン、ア

スピリン療法 (抗凝固療法)。臨床婦人科産科 2012；66: 240-245 

 

平松祐司, 伊東宏晃, 大口昭英。知っておきたい・押さえておきたいポイント

はこれだ! シーンで学ぶ産婦人科診療ガイドライン 2011(第 2 回) 保健指導を

行う上で知っておきたい知識。ペリネイタルケア 2012;31:606-613 

 

藤原寛行、鈴木光明。細胞診、子宮体がん検診。日本臨床 2012；70:345-348 

 

藤原寛行、鈴木光明。子宮体がん検診・スクリーニング検査の実態と問題点。

産婦人科の実際 2012；65:383-388 

 

桑田知之、松原茂樹。前置胎盤の診断と管理。産婦実際 2012; 61: 985-990 

 

永山志穂、柴原浩章、鈴木光明。[オフィスギネコロジー] 神経性食欲不振症、

体重減少性無月経。臨床婦人科産科 66 (Suppl.) 2012； 44-47 

 

永山志穂、柴原浩章、鈴木光明。[インスリン抵抗性と妊娠] 流産とインスリン

抵抗性。産科と婦人科 2012；79: 32-38 

 

松原茂樹。腎・上部尿路の破裂。周産期医学 2012;42:1121-1123 

 

松原茂樹。つわりで特定の食べ物しかとれません。赤ちゃんに影響ないですか？ 

周産期医学 2012;42:57-58 (In お母さんと赤ちゃんの栄養 周産期医学増刊

号 2012) 

 

松原茂樹。つわりがひどいのですがサプリメントをとってもいいですか？周産

期医学 2012;42:59-60 (In お母さんと赤ちゃんの栄養 周産期医学増刊号 2012) 

 

松原茂樹。妊娠悪阻 周産期医学 2012；42：325-330 (In お母さんと赤ちゃ
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んの栄養 周産期医学増刊号 2012) 

 

松原茂樹。胎動数カウントによる胎児アセスメント。In 周産期医学必修知識 第

7版 （周産期医学 2011；40：117-118） （昨年未掲載） 

 

松原茂樹。過期妊娠 In 周産期医学必修知識 第 7 版 （周産期医学 2011；40：

262-264） （昨年未掲載） 

 

松原茂樹。妊娠中・授乳中の薬の使い方。In 周産期医学必修知識 第 7版 （周

産期医学 2011；40：981-985） （昨年未掲載） 

 

松原茂樹。授乳中に服用している薬物の児への影響について尋ねられたら? ペ

リネイタルケア 2012;31:722-724. 

 

松原茂樹。妊娠悪阻。産婦人科オフィス診療指針 （青木大輔ら編）（産科と

婦人科 増刊号 2012:79:supp 13-19）2012  pp13-19 診断と治療社 東京 

 

松原茂樹。栃木周産期の絆：大震災が教えてくれたこと 栃木母性衛生学会雑

誌 （会長挨拶） 2012;38:0 

 

松原茂樹。妊娠中・授乳中の薬の使い方 In 梶井英治監修 治療薬・治療指針 

羊土社 2012 東京 pp812-816. 

 

松原茂樹。多胎妊娠（双胎間輸血症候群を含む） In 山口徹ら編集 今日の治

療指針 2012 医学書院 東京 pp1091-1092 

 

松原茂樹。常位胎盤早期剥離 In 山口徹ら編集 今日の治療指針 2012 医学

書院 東京 pp1096-1097 

 

松原茂樹。つわりを上手にのりきろう Anetis 2012 Spring p9 毎日新聞 

 

松原茂樹。授乳中に服用している薬物の児への影響について尋ねられたら？日
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産婦誌 2012；64：N-151-153. 

 

松原茂樹、他 （監修） レビューブック産婦人科 Medic Media  

 

松原茂樹、桑田知之。産褥出血 In Obstetrics and Gynecologic Surgery 産

科大出血 危機的出血への対応と確実な止血戦略。竹田省（編） pp160-173 東

京 メジカルビュー社 2012 

 

奥野さつき、桑田知之、松原茂樹。知っておきたい重症産褥合併症：子宮内仮

性動脈瘤。産と婦 2012; 79: 1097-1101 

 

大口昭英, 高橋佳代。【メタボリックシンドロームと周産期管理】 メタボリッ

クシンドロームに関連する疾患の周産期管理 妊娠高血圧症候群。周産期医学 

2012;42:883-886 

 

大口昭英。妊娠中の喫煙。In 周産期医学必修知識 第 7版 (周産期医学 2011;41

巻増刊 18-19)（昨年未掲載） 

 

柴原浩章。卵巣刺激法の個別化 (iCOS) ～より安全で、より優れた ART 成功率

を目指して～。第 56 回日本生殖医学会学術講演会・総会 ランチョンセミナー

記録集、MSD 株式会社 2012；pp 1-7 

 

柴原浩章。[最近のアンドロロジーの話題] 抗精子抗体と男性不妊症。日本アン

ド ロ ロ ジ ー 学 会 ニ ュ ー ス レ タ ー  No. 4 (2012 年 1 月 ) 

http://www.j-andrology.org/ 

 

柴原浩章。在宅自己注射 Q&A。 MSD 株式会社. pp 1-2、 2012. 5 月 

 

柴原浩章。図説よくわかる臨床不妊症学。不妊症治療 up to date。中外医学社. 

2012 年 8 月 

鈴木達也。ART における卵巣刺激法。 pp 179-189 

西脇京子。生殖医療相談士としての活動を通じて。 pp 156-166 
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鈴木寛正、桑田知之、松原茂樹。妊婦健康診査と生活指導。In 岡井崇ら編、オ

フィスギネコロギー。（臨床婦人科産科増刊号 2012：66）医学書院 東京、

P156-157 

 

鈴木光明。HPV ワクチンの普及にむけて 産婦人科の進歩 2012；64：60－67 

 

鈴木光明。更年期障害 治療薬・治療指針 ポケットマニュアル 羊土社, 東

京 2012；p555-559 

 

鈴木光明。子宮頸がん予防ワクチン（HPV ワクチン）公衆衛生情報 2012；42(5)：

5-7 

 

鈴木達也、柴原浩章、鈴木光明。更年期障害。2012 治療薬・治療指針ポケット

マニュアル、(監) 梶井英治、(編) 小谷和彦、他. 羊土社 (東京) 2012；pp 555-559 

 

鈴木達也、柴原浩章、鈴木光明。子宮性不妊症。「産科婦人科疾患 最新の治療

2013-2015」南江堂 

 

高村一紘、柴原浩章、鈴木光明。[産婦人科の薬剤使用プラクティス：病態別処

方～婦人科編～] 骨盤腹膜炎。産婦人科の実際 2012；61 (Suppl)：1608-1612 

 

瀧澤俊広, 大口昭英, 右田 真, 松原茂樹, 竹下俊行。【臨床・創薬利用が見え

てきた microRNA】 (第 1 章)microRNA 診断 妊娠における miRNA 診断 胎盤特

異的miRNAと妊娠高血圧症候群の発症予知。遺伝子医学MOOK23号2012 pp110-115． 

 

渡辺 尚、松原茂樹。分娩誘発の適応とタイミング：母体適応。臨床婦人科産

科 2012;66:126-130 

 

渡辺 尚、松原茂樹。Idiopathic thrombocytopenic purpura:ITP In 日本新

生児周産期医学会（編）周産期診療ワークブック メヂカルビュー社 東京 2012 

pp91-92 
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渡辺 尚、松原茂樹。Essential thrombocythemia (ET) In 日本新生児周産期

医学会（編）周産期診療ワークブック メヂカルビュー社 東京 2012 pp93-94 

 

 

講演・その他 

Shibahara H.：[Invited lecture] Role of anti-sperm antibodies in immunologically 

infertile women. 14th seminar of Korean Study Group for Reproductive Immunology 

(KSGRI)、2012 年 3 月 10 日, Gangseo MizMedi Hospital, Seoul, Korea. 

 

Shibahara H.：[Plenary lecture] Update of our clinical and basic research on 

immunologically infertile male. 13th International Symposium for Immunology of 

Reproduction.  2012 年 6 月 23 日, Varna, Bulgaria. 

 

平野由紀。〔シンポジウム〕 生殖免疫の立場から不妊症、不育症を議論する  感

染と免疫 ～クラミジア感染と卵管性不妊症。第 27 回日本生殖免疫学会、高槻

市、2012 年 12 月 8 日 

 

藤原寛行。[講演] 子宮内膜症の薬物治療。第 1 回自治医大子宮内膜症合同セ

ミナー、宇都宮市、2012 年 11 月 15 日  

 

藤原寛行。[公開シンポジウム] 栃木県太田原市における学校接種。日本にお

ける子宮頸がん予防 HPV ワクチンの有用性評価と普及啓発。東京、2012 年 1 月

27 日 

 

藤原寛行。[ランチョンセミナー]、藤原寛行。[特別講演] 婦人科がん治療 up 

date-ASCO2012 レポートより-。第 52 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会、東京、

2012 年 7 月 20 日 

 

藤原寛行。[シンポジウム] 小山地区子宮頸がん行政検診における液状検体細

胞診の導入。第 21 回日本婦人科がん検診学会、東京、2012 年 10 月 20 日 
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藤原寛行, 竹井裕二, 嵯峨 泰, 町田静生, 種市明代, 高橋寿々代, 野中宏亮, 

佐藤尚人, 鈴木光明。〔シンポジウム〕細胞診/HPV-DNA 検査併用検診 －栃木県

小山地区モデル事業－ 第 51 回日本臨床細胞学会秋期大会、新潟市、2012 年

11 月 10 日 

 

藤原寛行。[特別講演]：子宮内膜症-最近のトピックス-。小山地区・下都賀郡

市・県南地区産婦人科医会合同研修会、栃木市、2012 年 4 月 25 日 

 

藤原寛行。[特別講演]：子宮内膜症-最近のトピックス-。那須郡市部産婦人科

医会学術講演会、大田原市、2012 年 6 月 13 日 

 

藤原寛行。[トワイライトセミナー]：GOTIC の活動状況。第 9回婦人科がん会議、

三重、2012 年 6 月 15 日 

 

桑田知之。教育講演「前置胎盤・癒着胎盤の診断と治療：超音波診断と手術法

のトピックス」宇都宮産婦人科医会及び各郡支部合同研修会、宇都宮、2012 年

5 月 11 日 

 

桑田知之。特別講演「産科で処方される薬剤：産科ガイドラインと妊娠糖尿病

診断基準の変更をふまえて」平成医新の会講演会、真岡、2012 年 6 月 26 日 

 

松原茂樹。産褥子宮全摘の一工夫。宇都宮産婦人科医会および各郡支部合同研

修会、宇都宮、2012 年 5 月 11 日 

 

松原茂樹。妊娠中、授乳中のくすりの使い方。第 32 回薬剤師研修会、自治医大

（2012 年 6 月 13 日 同抄録集 pp13-23） 

 

松原茂樹。産科ガイドライン「妊娠・授乳と薬」：使い方のコツ。安全確実な新

規産科手術術式・止血法の提案も含めて。京都産婦人科医会 両丹地区平成 24

年懇話会 特別講演、舞鶴グランドホテル、2012 年 7 月 14 日  

 

大口昭英。産婦人科診療ガイドライン産科編２０１１：改訂 CQ および新 CQ の
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解説。富山県周産期死亡改善対策講習会、富山市、2012 年 3 月 9 日 

 

柴原浩章。〔講演〕 生殖免疫、感染症 等。平成 24 年度第 3回日本生殖医学会生

殖医療従事者講習会、東京、2012 年 12 月 23 日 

 

柴原浩章。〔ランチョンセミナー〕 不妊外来における最近の薬物療法。北日本連

合産科婦人科学会、山形市、2012 年 9 月 8 日 

 

柴原浩章。〔招請講演〕「ART 反復不成功症例」に対するわれわれの取り組み。 の

ぞみ生殖医療勉強会 (府中のぞみクリニック)、大阪府和泉市、2012 年 6 月 29

日 

 

柴原浩章。[特別講演] 免疫性不妊症の最近の動向。第 8回東海 ART カンファレ

ンス、名古屋、2012 年 3 月 18 日 

 

鈴木光明。〔イブニングセミナー〕栃木県小山地区における HPV-DNA 併用検診の

現状と展望。日本性感染症学会第 25 回学術大会、岐阜市、2012 年 12 月 8 日  

 

鈴木光明。①HPV-DNA 検査併用子宮頸がん検診 ②HPV ワクチントピックス。宇都宮

産婦人科医会及び各郡支部合同研修会、宇都宮市、2012 年 3 月 9 日 

 

鈴木光明。HPV ワクチン「ドクターサロン」 ラジオ NIKKEI 2012 年 2 月 22 日 

 

鈴木光明。HPV ワクチンのインパクトとその普及にむけて。第 21 回渋谷区ワクチン研

究会、東京、2012 年 3 月 13 日 

 

鈴木光明。HPV ワクチンと検診－HPV-DNA 併用検診とワクチンのトピックス－。「女性

の病気とがん」セミナー、土浦市、2012 年 9 月 14 日 

 

鈴木光明。〔ランチョンセミナー〕HPV ワクチンのトピックスおよび新しい子宮

頸がん検診リコメンデーション。 第 60 回北日本産科婦人科学会、山形市、2012

年 9 月 9 日 
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鈴木光明。〔ランチョンセミナー〕細胞診・HPV-DNA 検査併用による精度の高い

子宮頸がん検診。日本総合健診医学会第 40 回大会、東京都、2012 年 1 月 21 日 

 

鈴木光明。卵巣粘液性腺癌の臨床・分子生物学と治療戦略。第 21 回三重県産婦人科

腫瘍研究会、三重県津市、2012 年 6 月 21 日 

 

鈴木光明。精度の高い子宮頸がん検診にむけて。平成 24 年度日産婦医会北海道ブロ

ック協議会、札幌市、2012 年 8 月 26 日 

 

鈴木光明。精度の高い子宮頸がん検診にむけて－細胞診/HPV 検査併用検診－。 那須

郡市産婦人科医会、塩谷郡市産婦人科医会合同研究会、那須塩原市、2012 年 7 月 23

日  

 

鈴木光明。精度の高い子宮頸がん検診にむけて－細胞診/HPV 検査併用検診－。 両毛

地区産婦人科医会講演会、足利市、2012 年 6 月 13 日 

 

鈴木光明。精度の高い子宮頸がん検診をめざして。対がん協会勉強会、東京、

2012 年 5 月 8 日 

 

鈴木光明。子宮頸がんは早期発見から予防の時代へ－HPV-DNA 検査併用検診を中心に

－。公明党講演会、、東京都 2012 年 3 月 4 日  

 

鈴木光明。子宮頸がんは早期発見から予防の時代へ－HPV ワクチンと HPV-DNA 検

査による予防－。シンポジウム 子宮頸がんは早期発見から予防の時代へ、東

京イイノホール、2012 年 2 月 22 日  

 

鈴木光明。子宮頸がんは早期発見から予防の時代へ－HPV ワクチンと HPV 検査による

予防－。市民公開講座：女性の健康 in 栃木、宇都宮市、2012 年 3 月 6 日  

 

鈴木光明。子宮頸がんは早期発見から予防の時代へ。栃木県産婦人科医会小山地区部

会勉強会、小山市、2012 年 2 月 2 日  
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鈴木光明。子宮頸がんは “予防できるがん” である。平成 24 年度山梨県子宮頸が

ん予防講習会、甲府市、2012 年 7 月 6 日  

 

鈴木光明。子宮頸がんは予防の時代へ－HPV-DNA 検査、HPV ワクチン－。第 31 回地域

がん診療連携セミナー、佐野市、2012 年 7 月 3 日 

 

鈴木光明。子宮頸がんは予防の時代へ－検診とワクチン－。第 8 回八戸地区思

春期問題連絡懇談会、八戸市、2012 年 2 月 25 日 

 

鈴木光明。子宮頸がんは予防の時代へ－HPV ワクチンと HPV-DNA 検査の普及をめ

ざして－。平成 23 年度子宮がん検診従事者講習会、倉吉市、2012 年 2 月 19 日  

 

鈴木光明。子宮頸がん検診のあり方－米国の新しい子宮頸がん検診リコメンデーショ

ンは日本の現状にあうのか？－。日本産婦人科医会 第 57 回記者懇談会、東京、2012

年 9 月 12 日 

 

鈴木光明。子宮頸がん検診のあり方－ベセスダシステム、HPV 検査併用検診を中心に

－。日本産婦人科医会がん部会事業研修会、三島市、2012 年 12 月 9 日 

 

鈴木光明：子宮頸がん検診のあり方－ベセスダシステム、HPV 検査併用検診を中心に

－ 日本産婦人科医会がん部会事業研修会 2012 年 12 月 16 日 大分市 

 

鈴木光明。子宮頸がん検診のあり方－細胞診と/HPV 検査併用検診を中心に－。子宮頸

がん検診スペシャルセミナー・HPV テスト、熊本市、2012 年 11 月 17 日  

 

鈴木光明。子宮頸がん検診最新情報－HPV 検査併用検診を中心に－。 Tokyo Women’s 

Health Conference、東京都、2012 年 12 月 13 日  

 

鈴木光明。子宮頸がん征圧にむけて－ベセスダシステム、HPV ワクチン、HPV-DNA

検査への理解－。福岡産婦人科セミナー、福岡市、2012 年 2 月 16 日  

 

鈴木光明。子宮頸がん 東京 MXTV 2012 年 5 月 31 日 収録 
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鈴木光明。“子宮頸がん” 鳥越俊太郎 医療の現場 2012 年 7 月 20 日 収録 

 

鈴木光明。子宮頸がんを考える－検診と予防について－。 第 4回全国健康増進協議

会講演会、東京、2012 年 9 月 13 日 

 

鈴木光明。子宮頸がん予防啓発セミナー、東京都、2012 年 12 月 5 日 

 

鈴木光明。子宮頸がん予防対策－HPV 検査併用検診と HPV ワクチン接種率向上にむけ

て－。子宮頸がん征圧を目指す専門家会議・自治体プロジェクト、福岡市、2012 年 8

月 29 日  

 

鈴木光明。子宮頸がん予防対策－HPV 検査併用検診と HPV ワクチン接種率向上にむけ

て－。子宮頸がん征圧をめざす専門家会議・自治体プロジェクト名古屋市、2012 年

11 月 20 日  

 

鈴木光明。子宮頸がん予防対策－HPV 検査併用検診と HPV ワクチン接種率向上にむけ

て－。子宮頸がん征圧を目指す専門家会議自治体プロジェクト、鹿児島市、2012 年 8

月 30 日  

 

鈴木光明。子宮頸がん予防ワクチンの選び方－HPV ワクチンのトピックスを含めて－。 

足利市・佐野市医師会学術講演会、足利市、2012 年 7 月 21 日  

 

鈴木光明。子宮体癌 鳥越俊太郎 医療の現場 BS 朝日 2012 年 2 月 25 日 放映 

 

鈴木光明。〔シンポジウム４〕細胞診と HPV-DNA 検査併用による精度の高い子宮

頸がん検診。第 53 回日本臨床細胞学会総会、幕張メッセ、2012 年 6 月 2 日  

 

鈴木光明。栃木県小山地区における細胞診・HPV 併用検診。ゼロプロ インターナシ

ョナルセミナー、東京都、2012 年 7 月 18 日  

 

鈴木達也。〔シンポジウム〕医育機関・公的病院における生殖医療の実践と後継

者育成 ～その展望と問題点～。 自治医科大学附属病院生殖医学センターにおけ
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る生殖医療の現状と課題。第 57 回日本生殖医学会、長崎市、2012 年 11 月 9 日 

 

竹井裕二。[講演] 婦人科がんに対する集学的治療と緩和医療。文部科学省「が

んプロフェッショナル養成プラン」平成２３年度臨床腫瘍学講義、下野市、2012

年 2 月 7 日 

 

竹井裕二。[講演] 婦人科がんの化学療法。第４回がん化学療法看護勉強会、

下野市、2012 年 3 月 6 日 

 

渡辺 尚。特別講演:帝王切開後の静脈血栓塞栓症予防対策。宮崎市郡産婦人科

医会 6月例会，宮崎，2012 年 6 月 7 日 

 

渡辺 尚。特別講演:帝王切開における静脈血栓塞栓症の予防対策。平成 24 年

度第 1回大分産科婦人科学会・大分県産婦人科医会研修会、大分、2012 年 11 月

11 日 

 

渡辺 尚（講師）、薄井里英（インストラクター）、岡島 毅（インストラクタ

ー）。新生児蘇生法講習会「専門コース」、自治医大、下野市、2012 年 1 月 14 日 

 


